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This paper aims to report the practice aiming at the 
lecture of human geography as a liberal arts education 
tailored to students majored in art engineering and the 
future subjects. When I grasped the situation of the 
enrollment of geography in high school, overall there are few 
students taking course. For this reason, I think that it is 
necessary to use texts so that students can systematically 
understand human geography. Students often think that the 
relationship between works that they will create in the 
future and human geography is sparse. On the other hand, 
students increase the number of people who think that there 
is a relationship between future works and climates. Human 
geography and climate are not synonymous. However, 
human geography is one of the science to understand 
climate. It was thought that ingenuity that touches the 
relation with climate is necessary so that students can be 
























































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
2. 履修者の所属学科と高校における地理の履修状況 







科（A）の 7 学科から構成されている。表 1 に 2017
年度の学科別・入学年度別の履修登録者数と参考とし
て 1 学年の学科別入学定員を、表 2 に 2018 年度の履
修登録者数を示す。  
2017 年度と 2018 年度ともに、7 学科の学生が履修
登録しており、2017 年度では 265 名、2018 年度では











2017 年度は 2 回目の、2018 年度は 1 回目の講義で、
それぞれ小課題の 1 つとして高校での地理の履修状況
を訊いている。全体的にみると、高校での地理の履修










 2015 2016 2017 計 定員 
E 10 48 6 64 70 
P 11 37 11 59 70 
V 11 12 30 53 80 
I 4 12 1 17 45 
M 1 5 3 9 45 
F 5 27 13 45 50 
A 6 13 0 19 40 
計 48 154 64 266 400 
表 1 2017 年度の学科別・入学年度別履修登録者数（人）
と 1 学年の入学定員（人）  
 
 2015 2016 2017 2018 計 
E 8 7 53 8 76 
P 5 4 36 4 49 
V 3 9 12 12 36 
I 5 5 13 0 23 
M 4 2 8 1 15 
F 3 5 11 16 35 
A 0 2 12 5 19 
計 28 34 145 46 253 
表 2 2018 年度の学科別・入学年度別履修登録者数（人）  
 
 
図 1 2017 年度履修者の高校での地理の履修状況  























神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
 

























15 回の授業内容は、表 3 に示すとおりで、12 回は







































表 3 各回の講義テーマ（2017 年度・2018 年度） 
※テーマの後ろの○数字はテキストの章の番号  
      下線のあるテーマはテキストに無い事項 


































2 Ｑ１ 住んでいる or 育った都道府県および市区町村
の名前を記しなさい。 
Ｑ２ あなたの住んでいるところあるいは出身地の人口
について、2015 年から 5 年ずつ遡って、1970 年まで記し
なさい。（遡れない場合はわかる年まででよい）。 
3 Ｑ１  自分の住む市（区）町村の名前と特徴は？     
Ｑ２ 盛んな産業は？（ベッドタウンであれば、その旨を
書くこと） 




























表 4 各回の小課題（2018 年度） 
































14 Ｑ１  身近に使う地図はどんな地図がありますか？        
Ｑ２ 国土地理院が発行している地形図は知っています
か？ 



























































































表 5 レポートのテーマ（2017 年度・2018 年度） 
 
図 3 2018（平成 30）年度履修者の人文地理学と自身の専攻
の関係性に関する認識 































この際の小課題は 3 つあり、そのうちの 1 つでは、履修
者が専攻する学科では現地に出向いて調査することがあ
るかどうかを訊いている。履修者の回答を学科別に集計し、





図 4 2017（平成 29）年度履修者の専攻における現地調査の
機会の有無 
 
図 5 2018（平成 30）年度履修者の専攻における現地調査の
機会の有無 



































答を学科別に集計し、2017 年度を図 6 に、2018 年度を図
7 にそれぞれ示した。両年度ともに、将来作成するであろ  








ある ない わからない 






























神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 報 告 ） 
 
表 6 履修者の将来のアウトプット（2017 年度・2018 年度） 
 
図 6 2017（平成 29）年度履修者の自身の作品と風土との関
係性に関する認識 
 






では 2017 年度と 2018 年度のいずれにおいても「関係す
る」が 8 割前後となり、残りも「関係しそう」が多く、
この 2 つでほとんどを占めている。まんが表現学科（M）

















2018 年度の 1 回目講義で、履修者の講義受講開始時の人
文地理学に関する印象を尋ねたのは、2017 年度の 13 回




















関係ある 関係しそう 関係ない わからない その他 
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補遺 
本稿査読期間に 2018 年度に教務課が実施した授業ア
ンケートの結果が通知された。2017 年度と比較して 2018
年度は、学生からの評価が、わずかながらではあるもの
の全般的に向上していたことを付記する。 
 
